








































































































































































































































































































































































































































































57．0％ 7．0％ 2．8％ 33．2％








i42．7％ 9・8％， 工3．6％ 33．9％




































































































































































































































































































































































































































































年 1974 1975 1976 1977 1978
部　品　点　数 750 645 465 443 430
プリント配線板
ﾌ組立自動化率
16％ 43％ 55％ 57％ 75％





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1961 150 56，000 660 373．33 162．58
1962 438 154β97 1，098 352．50 150．14 4 767
4 174，656 240．78
1963 747 257，659 1，845 344．93 144．65 4 648 8 175，699 232．01
1964 1，340 456，620 3，185 340．76 140．73 57 8，176 65 143，302 181．09
1965 2，591 904β63 5，776 349．04 140．31 98 13，596
163 139，403 173．98
1966 4，760 1，683，278 10，536 353．63 137．28 520 56，613 683 108，846 129．41
1967 4，963 1，747，820 15，499 352．17 133．29 1，282 133，157 1，965 103，886 116．17
1968 5，134 1，736，973 20，633 338．33 121．93 2，735 278，566 4，700 101，840 108．26
1969 4，474 1，468，692 25，107 328．27 112．07 4β34 503，707 9，534 104，207 105．32
1970 3，823 1，181，753 28，930 309．12 100．00 6，399 681，329 15，933 106，468 100．00
1971 5，694 1，695，632 34，624 297．79 91．13 6，872 608，175 22，805 88，496 78．70
1972 7，031 1，980，856 41，655 281．73 82．32 8，388 714，950 31，193 85，236 71．84
1973 7，711 2，148，027 49，366 278．57 76．46 8，758 686，236 39，951 78，357 58．51
1974 6，964 2，004，218 56，330 287．80 72．41 7，323 615，111 47，274 83，999 51．91
1975 5，669 1，785，930 62，026 313．56 71．84 7，473 564，776 54，746 75，579 43．39
1976 6，320 2，082，078 68，346 329．43 70．94 10，531 747，097 65，277 70，943 37．97
1977 6，805 2，325，213 75，151 341．68 68．98 9，632 691，201 74，910 71，758 36．30
1978 8，294 2，701，508 83，445 325．74 61．30 8，549 606，594 83，459 70，954 34．25
1979 8，897 2，865，936 92，341 322．14 55．69 9，365 628，817 92，824 67，147 31．47
1980 9，618 3，233，151 101，959 336．17 53．30 10，909 692，725 103，733 63，499 28．66
1981 10，118 3，411，152 112，077 337．12 48．73 11，630 711，206 115，363 61，154 26．75
1982 9，636 3，258，972 121，713 338．21 45．95 11，423 659，783 126，786 57，758 24．80
1983 11，309 3，650，197 133，022 322．77 42．21 12，372 668，224 139，158 54，012 23．02
1984 13，170 4，136，311 146，192 314．07 39．62 14，476 742，833 153，634 51，314 21．61
資料：U．S．　Department　of　Commerce，　Current　Indzasthal　ROρorts，通産省『機械統計年報］．
22
表B　アメリカの回帰分析の結果 表D　前半期間の回帰分析の結果
変数 係数　　標準誤差　　t値
logCV
PD
PDIogCV
一〇．0528　　　　0．0166　　　－3，176
　3．5865　　　　0．1884　　　　19．038
－0．4930　　　　0．0258　　－19．109
n＝24　R2＝0．9901標準誤差＝0．0207
変数 係数　　標準誤差　　t値
logCV
CD
CDlogCV
一〇。0528　　　0．0135　　　－3．914
　0．3010　　　0．0919　　　　3．275
－0．0609　　　0．0142　　　－4，276
n＝16R2＝0．9816標準誤差＝0．0168
表C　日本の回帰分析の結果 表E　後半期間の回帰分析の結果
変数 係数　　標準誤差　　t値
logCV
PD
PDIogCV
一〇．1137　　　　0．0047　　－24，013
　4．3488　　　　0．1531　　　　28．401
－0．5966　　　　0．0198　　－30．207
n＝23R2＝0．9977標準誤差＝0．0175
変数 係数　　標準誤差　　t値
logCV
CD
CDlogCV
一〇．5458　　　　0．0192　　－28．382
　1．0633　　　　0．2297　　　　　4．630
－0．1646　　　　0．0293　　　－5．613
nニ31R2＝0，9914標準誤差＝0．0202
の結果は，アメリカ（n＝24）ではR2　＝O．8105，標準誤
差＝0．0865，日本（n＝23）ではR2＝0．8360，標準誤差＝
0．1401であった。これと表Bおよび表Cの結果から
F値を計算すると，アメリカでは182．6（2，20），日本で
は668．0（2，19）となり，ともに1％水準で帰無仮説は棄
却された。したがって，アメリカ，日本ともに経験曲
線が屈折しているという仮説は支持される。
　分析の第二の目的は，前半期間，後半期間それぞれ
日米の習熟率に有意な差があることを検定すること
である。そのために，アメリカの場合には0，日本の場
合には1の値をとる国のダミー変数CDを導入し，（5＞
式を回帰式とした。
　　10gPPI＝／go十pi　logCL十β2　CD十魚CD　logCV
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　前半期間，後半期間それぞれについて重回帰分析を
行なった結果は，表Dと表Eの通りである。ここで，
t値はすべて1％水準で有意であるから，それぞれの
期間で日本とアメリカの習熟率は等しい，すなわち
鳥＝0という帰無仮説は棄却された。また，角の値は両
期間とも負の値をとっているので，前半期間，後半期
間ともに，経験曲線の習熟率は日米の間で有意な差が
見られ，日本のほうがアメリカよりも低い習熟率（高
いコスト低下率）を示しているといえる。
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